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2015 年 3 月号 
3 月 1 日発行 

 

 

主題：「響き合い、ともに歩む」

“Walk Together, Echoing Each Other” 

中之島・中央公会堂 

－ こころ豊かにワイズ活動を展開し、ワイズスピリットをつないでいく － 

－Promote the Y’s movement thoughtfully and hand down the Y’s spirit－ 

 

２月１８日から２１日に掛けて、宮城県岩沼の仙台空港寄りの地から岩手県宮古市までの海岸沿いの

町々の復興状況を見るべく、仙台ＹＭＣＡ総主事と盛岡ＹＭＣＡ総主事のご案内で、現地訪問をしまし

た。 

津波でなぎ倒された防風林の林木が残されたままであるほかは、訪問先のほぼすべての地区において、

瓦礫撤去作業がほぼ終わっているものの、田畑の除塩作業や復興住宅建設のための地盤嵩上げ工事に漸

く着手できたと言えるような状況であって、地元に残っている被災者の大多数は仮設住宅住まいであり、

これから先も当分の間は仮設住宅住まいを続けなければならないようで、現地のこのような状況を考え

るとき、ＹＭＣＡやワイズメンズクラブなどのボランティア団体に現在、そして、これから先、求めら

れる支援活動は、被災者の方々が楽しみ喜ぶプログラム、明日に向かって生活意欲が高まるプログラム

を展開してゆくことかと感じました。 

私たち西日本区が支援している盛岡ＹＭＣＡ・宮古ボランティアセンター、仙台ＹＭＣＡ・東日本大

震災支援対策室、ＹＭＣＡ石巻支援センターは、地域被災者のこのような状況を考えて、県内外の高校

生・大学生ボランティアユースたちなどの協力を得て、子供たちにはリフレッシュキャンプやサッカー

教室・水泳教室などを体験させ、高齢者にはお花教室や料理教室などを楽しんで頂く活動を展開してい

ます。そして、地元のワイズメンズクラブがＹＭＣＡによるこれらの支援活動に協働するほか、遠方地

のワイズメンズクラブも折々、これに馳せ参じておられます。私が訪れた日、被災者の方々が地元の寺

院に集まり、ワイズメンがリーダーとなって歌声を合わせる「ＹＭＣＡ歌の広場」が開かれていて、参

加者たちが手をつなぎ、肩をたたき合い、楽しく歌っておられたので、私も参加し、楽しい時間を過ご

しました。                             西日本区理事 松本 武彦 

 

みなさま、第 18 回西日本区大会への登録はお済ましでしょうか？ 

あっ！登録まだだ！・・の方は、一日も早い登録をお願いいたします。 

お手元に案内書が届いていると思いますが、今回はメンバーお一人づつに直接お送りいたしました。

クラブ会長の手間を少しでも省くためです。登録も同様、個人個人で行っていただくこととしています

が、お一人がご自分以外の方の分も一緒に登録申込することも可能ですので、パソコン得意の仲間に一

緒にやってもらうのもいいかもしれませんね。登録は WEB での登録申込みとしていますが、FAX での申

込みも可能です。 

今回のプログラムの目玉は落語家 桂吉弥さんの「講演と落語」です。2007 年 NHK 朝ドラ「ちりとて

ちん」に徒然亭草原役で出演以来、テレビのいろいろな番組に出演、すっかり人気者です。もう一つの

目玉は「ユース活動報告」です。是非、若者のはじけるパワーを感じる時として下さい。前夜祭「フラ

ナイト」も魅力的ですよ。                     西日本区理事  松本 武彦 

                                 大会実行委員長 吉田 由美 
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皆様の感謝の気持ちが、ワイズ運動を支えます。JWF 献金にご協力をお願いします。 

JWF は、ワイズ運動を支える基金です。個人として冠婚葬祭の際やクラブの記念行事などの節目に

JWF 献金申込書（区 HP の資料庫⇒諸届け用紙⇒JWF 管理委員会）にメッセージを添えてお申込みく

ださい。その記録は西日本区に代々伝えられる奉仕帳に寄贈者と寄贈理由が刻まれ、永年保管されま

す。JWF の意義を覚えて、皆様からのご芳志をどうかお願い致します。 

高瀬稔彦 JWF 管理委員長（岩国みなみクラブ） 

 

 

 イエスが舟に乗り込まれると、弟子たちも従った。そのとき、湖に激しい嵐が起こり、舟は波にのまれそう

になった。イエスは眠っておられた。 弟子たちは近寄って起こし、「主よ、助けてください。おぼれそうで

す」と言った。イエスは言われた。「なぜ怖がるのか。信仰の薄い者たちよ。」そして、起き上がって風と湖

とをお叱りになると、すっかり凪になった。   

                              （マタイによる福音書 8章 23-27 節） 

聖句黙想 

福音書の初めには、イエスが神の国を指し示すための奇跡が多く書かれています。 

特に自然現象に関する奇跡物語はそのまま信ずることは難しいです。もちろん固い信仰があれば自分に都合

の良い奇跡が起きるという訳ではありません。 

しかし、教会が遭遇した困難な経験があったと読めば胸に響きます。イエスに従ったからこそ、弟子たちに

苦難が襲ってきたのです。命に係わる困難の最中にも凪が訪れ、天高く青空が見えた経験が、この物語に表

れているのではないでしょうか。 

 西日本区チャプレン 江見 淑子 

 

◇ 周年記念例会情報 (2015 年 1 月 30 日現在) 

・神戸メネット  50 周年 2015 年 3 月 14 日(土)  神戸外国倶楽部 (14:00-16:00) 

・京都トップス  20 周年 2015 年 4 月 5 日(日)  ウエスティン都ホテル京都 

・東広島     20 周年 2015 年 4 月 25 日(土)  広島ＹＭＣＡ国際・文化ホール 
  〔日程が変更になりました〕 

・京都エイブル  25 周年 2015 年 5 月 16 日(土)  京都ホテルオークラ 

・岡山    50 周年 2015 年 5 月 23 日(土)  岡山国際交流センター (13:00-17:00) 

 

住所（連絡先）に変更が発生した場合、事務所・理事事

務局に随時早急にご連絡をお願いいたします。研修会や会

議の資料を発送する際、宛先不明で返ってくることがあり、研修会や会議に支

障が発生することがあります。何卒、ご協力のほど宜しくお願いいたします。 
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◇ 第１８回西日本区大会・前夜祭企画担当者からのお願い 

前夜祭ご参加の方で，フラダンスを一緒に踊って下さる方を募集しています。 

６月 1２日（金）１9 時から理事主催の前夜祭が行われます。 

「渚のフラナイト」としてお誘いチラシをお送りしました。そこでは参加者全員が楽しめることを第一

にしています。盛り上げ役のフラガールとして応募くださいませんか？ 

以下のような練習会を計画しています、どうぞふるってご参加ください。 

 まとめ役：石田由美子（六甲部・宝塚クラブ） 

  曲 目：カイマナヒラ、月の夜は 

  練習日：４月１１日（土）１４時～１７時 

       ５月９日（土）１４時～１７時 

       ６月６日（土）１４時～１７時（予備日） 

    ☆事前に参加可能な時間をお知らせください。 

    ☆手持ちのレイ、パウスカート、有ればフラ用白ブラウスをお持ちください。 

  練習場所：大阪ＹＭＣＡ （土佐堀） 

  申し込みは３月中にお願いします 

  問い合わせ・石田 由美子（Ｅメール：yumyumyum66@tiara.ocn.ne.jp） 

 

 

TOF 事業の一環として「STEP For All」が次期から実施されます。STEP 事業がユースを対象にし

たプログラムであるのに対し、「STEP For All」は全ワイズメンを対象にしたプログラムとなっていま

す。「STEP For All」の目的は以下の通りです。 

1.他の地域で短期間（2～3 週間）生活すること。〔経費の負担ができる方〕 

2. TOF 事業に深い理解を持ち活発に参加すること。 

3.TOF 事業に関係している地元の人々を応援したり、支援したりすること。 

4.帰国後経験を共有すること。 

5.訪問した TOF 事業と「STEP For All」の広報担当として活動すること。 

この事業は、健康であれば、年齢に関係なく、何度でも応募することができます。応募してから 3～6

週間で結果がでるというスピーディな点が魅力です。「STEP For All」で、実際に事業の現場で活動し

た方々の経験は、私たちの活動の何よりも強い証となります。 捧げることによって参加していた TOF

事業から、自らが動くことで参加する TOF 事業に！ ワイズの国際事業への理解が深まるプログラム

です。この新しい国際プロジェクトに多くのメンバーが興味を持ち参加して頂けるよう、お知らせする

次第です。応募方法などの詳細は次期において地域奉仕・環境事業主任より発表があります。 

 

★ 2016-2017 年度国際会長：Mrs Joan WILSON（カナダ） 

★ 2015-2018 年度国際会計：Mr Philips CHERIAN（インド） 

★ 2016-2018 年度アジア地域選出国際議員（兼：アジア地域会長）：Mr Tung-Ming HSIAO（台湾） 
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◇ 西日本区事業目標（献金）と納入期限厳守のお願い 

項  目 金  額 納入期限 備   考 

後期区費ほか 7,500 円 ２月 15 日 後期半年報により請求 

Ｙサ・ユース支援金 1 人 2,000 円 国際ＡＳＦを含む 

ＣＳ資金 1 人 1,500 円  

ＲＢＭ 

（ロールバックマラリア） 

1 人  800 円  

ＴＯＦ‐ＧＰＦ資金 1 人 1,400 円  

ＦＦ 

（ファミリーファスト） 

1 人  800 円 

３月 15 日 

 

ＢＦ 

（使用済み切手と現金） 

１人 1,500 円 

（合計額） 

切手２月 28 日 

現金３月 15 日 

切手は送付用葉書を同封し 

(有)フクオ宛に送付 

ＥＦ 1 口 us＄120  

ＹＥＳ 1 人  200 円 
３月 15 日 

達成クラブは表彰 

ＪＷＦ 1 口 5,000 円 随時  

東日本大震災支援金 200 万円 随時 西日本区目標 

①送金はすべて所定の「払込取扱票」(郵便局)で西日本区事務所へ。 

②払込人の｢氏名｣｢クラブ名｣｢電話番号｣および「送金項目｣｢金額｣などを必ず記入。 

③不明な点は西日本区会計または西日本区事務所にお問い合わせください。 

※ 納入期限「３月 15 日」を厳守してください。 

遅れると西日本区大会での表彰対象から外れる場合があります。 

 

 

◇ 後期半年報（2015 年 1 月 1 日現在） 

 

東日本大震災支援金(西日本区目標額 200 万円)の必達にご協力をお願い致します。 


